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研究の背景
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主観的知覚分析

生成結果分析
コンテンツ スタイル 結果

Style: Rainy or Cloudy image

本研究の信頼性を確保するため、生成画像の
視覚的品質を評価しました。曇天画像のFIDス
コアは6.6、雨天画像では7.1となり、高いリ
アリズムレベルが確認されました。この結果
は、私たちが実施した主観的知覚分析の信頼
性を裏付けるものです。

最高値

ワークフロー データセット

本研究では大規模なストリートビューデータセット
を採用しました。世界各地域・気候帯・文化圏・撮
影機器から収集されたオープンアクセスプラットフ
ォームの画像88,000枚をサンプリングし、現実の都
市景観が持つ多様な視覚的特性を網羅しています。
各画像には天候状態（晴天・曇天・雨天など）が自
動タグ付けされ、画像生成と分析に活用されました。

Content: Street View Image

最低値

都市街景評価は、専門家主導の客観的手法から、人々が実際に感じる環境体験に焦点を当てたア
プローチへと移行しつつあります。従来の分析手法はコンピュータビジョンを用いて樹木、看板、
建物などの可視要素を評価してきましたが、照明や天候といった、場所の安全性や快適性に大き
く影響する繊細な要素を見落としがちでした。
現行の方法は専門的な設計基準に沿うことが多いため、一般市民の都市空間体験と必ずしも一致
しません。この乖差を埋めるため、私たちの研究は日常生活者の感覚と選好を重視し、より包括
的で人間中心の都市街景評価体系の構築を目指します。

88,000枚の画像分析において、晴天シーンは曇天比で平均
89.61%、雨天比では86.77%高い評価を得ました。晴天条件下
では「明るさ」「整然さ」「開放感」「美しさ」「清潔感」と
いった次元が特に向上し、曇天時と比較して全て110%以上の
上昇を示しました。雨天時との比較では、「居心地の良さ」
「魅力度」などでさらに顕著な差が認められました。
曇天と雨天の比較では、「美しさ」の次元が240%以上上昇し、
「清潔感」「好感度」「居住適性」も200%を超える増加が見
られました。一方、「退屈さ」「憂鬱感」などの負の感情は雨
天条件下で最も高くなりました。興味深いことに「面白さ」
「緑豊かさ」の知覚は天候タイプによる影響が比較的少なく、
環境雰囲気への感受性が低いことが示されました。
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